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書誌部の当面の目標について

村上正志

平成 ]_4年4月の機構再編によって誕生した書誌部は平成 16年度で 3年目に入った。この問、

時代と社会の要請に応える利用者志向の書誌サービスを目指し、全国書誌その他の書昔、情報の作

成と提供に努めてきた。ここでは、書誌部の目標達成の現状と今後の計画等を中心に書誌部の現

況について簡単にご紹介したい。

今年の 6月に当館ホームページで公開された「国立国会図書館ビジョン 2004Jの元で、立法

補佐機能の強化、デジタノレ・アーカイプの構築、情報資源へのアクセスの向上、協力事業の推進

の四つを重点領域とし、サービスの一層の向上を目指すことになった。書誌部に特に大きく関わ

るのは f情報資源へのアクセスの向上Jであり、個別目標として、 1～3年のうちに書誌情報の提

供件数および種別を拡大することが求められている。 I 
書誌部ではすでに平成 14年度に「書誌部中期行動計画Jを立て、それに従って業務を遂行し I 11 

てきたが、ビジョン策定を機に主要項目を部局目標として再編成し、全館的な計画の優先順位と I 
整合性を保ちながら業務を進めることにした。現下の書誌部の最大目標は全図書誌サービスの推 ! L 
進である。この分野における直近の成果を挙げると、すでに昨年度末から今年度にかけて実施に

移された和図書の内容細目の範囲の拡大と音楽録音・映像資料の書誌データの品質向上がある。

ともに全国書誌の機能を高め、利用の便宜を増すために行われた措置である。

書誌データベースに対する主題アクセスの高度化を実現するには、 主題ツールを OPACに適合

するように改訂する必要がある。平成 16年度から国立国会図書館件名標目表（NDLSH）の改訂

作業に着手し、目下、約 2万件の件名標目について、概念相互の関係を明確化するシソーラス化

と米国議会図書館件名標目表（LCSH）との対照作業を続けている。従来冊子形態でのみ公開さ

れてきたNDLSHは、今後当館ホームページに掲載することとし、 16年 10月に改訂作業途上の

暫定版を公開した。また、 OPACで主流を占めるフりーキーワード検索と件名標目等の統制語
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の効果的な融合のあり方についても検討の必要がある。これと関連して、書誌部が毎年開催して

いる「書誌調整連絡会議j では今年度のテーマに「ネットワーク環境下における主題アクセス」

を設定して、有識者と意見交換を行った。

書誌データの量的な拡大も着々と進行中である。平成 14年度に「遡及計画 2002」を策定し、

資料所管部門が行う遡及入力計画のとりまとめと入力作業の支援を書誌部が行うことにした。計

画策定時の調査によると、データベースに未入力のものがまだ200万件あるとされ、その中で優

先順位を付して遡及整備を行うことにした。との計画に基づき、和古書、電話帳、学習参考書、

地図などの書誌データを入力し、順次NDL・OPACで公開している。

また、 NDL-OPACが提供する全データの約半数 600万件以上を収録する雑誌記事索引データ

ベースについても、遡及入カを検討している。遡及の対象は今のところ、すでに冊子体のある『雑

誌記事索引 科学技術編』の 1950年～1974年が有力であるが、データ総数は 160万件と見積も

られており、年間 40万件のデータを生産する現行の作業ラインで実施できるかどうか、対費用

効果を勘案して実施可能性を慎重に評価する必要がある。

「デジタル・アーカイプの構築Jと関連して、現在納本制度審議会で審議中のネットワーク系

出版物の納本が法改正等を経て実施された場合に備え、メタデータに関する諸課題を検討の組上

に載せる必要がある。当館の電子図書館サービスで提供中のWARP(Web Archiving Project＝イ

ンターネット資源選択的蓄積実験事業）では、ダプリンコアに準拠した「国立国会図書館メタデ

ータ記述要素」を簡略適用しているが、今後は外部機関でも使用可能な標準的なメタデータ記述

規則となることを目指して改訂を行う。ネットワーク系出版物（オンライン資料）の組織化をど

う進めるか、あるいはメタデータを全国書昔、でどのように扱うか、これらの課題解決の参考に資

するために海外の国立図書館における全国書誌の方針や運営に関する情報収集を行っているが、

さらに、メタデータをテーマとする国際会議に書誌部の職員を参加させ、この分野での最新情報

の収集、関係機関の動向の把握等を行っている。

平成 15年度の書誌調整連絡会議では「名称典拠のコントロールj を巡って議論が行われ、「国

の典拠ファイノレj を当館が主体となって構築することの方向性が支持された。これを受けて、書

誌部では著者名典拠ファイノレをインターネットで公開するための調査？検討に着手した。今年度

は、国際的な情報検索を視野に入れたヴアーチヤノレ国際典拠ファイルの進展に関し、外国の専門

家を招請する企画を立てているところである。

全国書誌データの迅速な提供を目標として、受入から書誌データの公開までのタイムラグを最

小にする努力を重ねてきた。受入資料の 80%以上について受入日から 60日以内に『日本全図書

誌』に掲載することを現行のサービス基準としている。現行の業務フローではこれがほぼ限界と

見なされており、さらなる短縮は、出版前データの取得などの方式を考えないと難しいだろう。

資料の流れの中に生じる常態的な 「滞貨Jはサービス水準の低下を招くばかりでなくカタロガー

にも心理的な圧迫を与え、積極的な業務展開への意欲を削ぐおそれもあるので、原因究明と対策

を講じた結果、和図書の 「滞貨Jは今では過去のものになろうとしている。

いささか断片的となったが、外部からは分かりにくい書誌部の主要計画の現況をご紹介した。

目標どおりに計画が進行しているものもあれば、目標設定を見直す必要のあるものあるが、総じ

て順調に推移していると評価できるのではなし、かと思っている。急速に変容する環境への適応は

困難を伴い、解決を要する課題は山積している状態であるが、今後とも関係機関のご理解とご協

力を得ながら、目標実現に向けて計画の推進を図りたいと考えている。

（むらかみまさし書誌部長）
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国立国会図書館

『日本目録規則 1987年版改訂2版j圏内刊行洋図書適用細則

当館では、国内刊行洋図書の書誌データを「日本目録規則 1987年版改訂2版jによって作成し

ている。このたび、その適用細則を定め、平成16年 10月から適用することとしたので、以下に

その概要を示すとともに、全文を掲載する。

『日本目録規則 1987年版改訂2版 第2章 図書J圏内刊行洋図書適用細則

＜概要＞

本適用細則は，日本国内で出版または頒布された単行資料のうち，本文が欧文であるものを対

象とする。中国語，ハングノレおよびその他のアジア諸言語の資料は扱わない。

全国書誌作成機関として標準化を推進するために，『日本目録規則 1987年版改訂2版』第2章

本則（以下 f本貝リJ）を採用することを原則とする。条文をそのまま適用する場合および適用しな

い場合は，条項番号と「適用J「非適用」の語句のみを示す。本則の文言を変更して適用する場合

は，条項単位で該当条文の全文を示す。

本適用細則はオンライン目録における書誌データの入力方法を定めることを主眼とするため，

出力形式および区切り記号については原則として言及しない。ただし，書誌事項の例示において

はISBD区切り記号を用いる。

標目付与については，「国立国会図書館『日本目録規則 1987年版改訂版』和図書適用細則J（『全

図書誌通信』 No.103 ・: 1999. 3. 31）の「標目の部」を基準とする。ただし，漢字表記のない日本人 ・

中国人 ・韓国人名は，その図書に表示されている形を標目形とすることもある。

本適用細則中では，区切り記号として用いるスペースを口，記述中のスペースをムで示す。

2.0 通則

本適用細則では，日本国内で出版または頒布された欧文図書の記述について規定する。

2. 0. 1 記述の範囲 適用

2.0.2 記述の対象とその書誌レベル

2. 0. 2. 1 （記述の対象） 原則として，単行書を記述の対象とする。単行書は，固有のタイトル

を有する単独に刊行された図書であり，次にあげるものを含む。

ア）本体と，形態的に独立しているが，固有のタイトノレのない付録，補遣などからなるもの

イ〉セットものの一部をなしているもの

ワ〉シリーズの一部をなしているもの

エ〉逐次刊行物の一部をなしているもの（固有のタイトルをもっ別冊等）

オ〉合刻本（2.1. 1. 20参照）

共通タイトノレと部編や付録なrの従属タイトルからなるもの，共通タイトノレと巻次かちなる

ものは，単行単位を分割し物理単位を記述の対象とする（2.0.2. 2別法A参照）。

2.0.2. lA 適用

2.0.2. 18 非適用 （2.0.2.2, 2.0.2. 3参照）

2.0.2. lC 加除式資料については，書誌的事項に変化が生じたときは書誌的記録を改める。ただ

し，以下の場合は新たな書昔、的記録を作成する。
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ア）改訂等にともない，別の資料として刊行されたとき

イ）資料種別が変わったとき

全国書誌通信

2.0.2.2 （記録の書誌レベル） 記述の対象に応じて，次に示す書誌レベルの記録を作成する。

記述対象 記録の書誌レベル

単行書 単行レベル

単行書の集合 集合レベノレ

構成レベルの記録は，内容に関する注記として記録する。

2.0.2.2別法 以下の場合は，図書の 1冊ずつを記述対象とする物理単位の記録を作成する。

A.単行単位の分割

ア）形態的に 2冊以上からなっているが，その各冊が固有のタイトルをもたない場合。

イ）部編，付録，補遣をもっ場合。

順序性，対応性のある語句を部編とみなし，原則として巻次扱いとする（2.1. 6参照）。

B.集合単位の分割

各冊が固有のタイトノレをもっセットものやシリーズもの等で，単行レベルに以下のものが含

まれている場合。

ア）総合タイトルのないもの（合刻本）

イ） 個人全集，復刻集成等の「IndexJ等，固有のタイ トルとはみなせないもの

刊行計画等から判断できない場合は，集合レベノレを記述の対象とする。

2.0.2.3 （単行レベルの記録） 適用

2.0.2.3任意規定非適用

2.0.2.3A 複数の集合単位があるときは，書誌階層において上位レベルのものから順次記録する。

2.0.2.38 本適用細貝りでは規定しない。

2.0.2.4 （集合レベルの記録） セットもの等を記述の対象とするときは，集合単位を記述の本

体とする書誌的記録を作成する。

2.0.2.4A 適用

2.0.2.48 本適用細則では規定しない。

2.0.2.5 （構成レベルの記録） 非適用

2.0.2.5A 非適用

2.0.2.58 本適用細則では規定しない。

2.0.3 記述の情報源

2. 0. 3. 1 （記述の情報源） 記述のよりどころとする情報源は，図書を構成する以下の各部分に

基づいて，次が優先順位とする。

ア）標題紙（標題紙裏を含む），奥付，背，表紙（裏表紙を含む）。

イ）その図書本体のア）以外の部分

ウ）カバー，箱等。奥付および出版年月がカバーにのみ表示されているときは，該当部分を切

り取り，本体に貼ることで，奥付に表示されているとみなす。

エ）その図書以外の情報源

2.0.3. 1A 標題紙がない場合には，図書中にもっとも詳しい書誌情報が示されている情報源を標

題紙に代わるものとみなす。このとき，必要があれば，情報源とした箇所を注記する。

2.0.3. 18 適用

2.0.3. lC 加除式資料については，最新号を記述の基盤とする。

2.0.3.2 （各書誌的事項の情報源） 各書誌的事項の情報源は，次のとおりとする。
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ア）タイトルと責任表示・…・・標題紙（標題紙裏を含む），奥付．背，表紙（裏表紙を含む）

イ）版…・ー標題紙（標題紙裏を含む），奥付，背，表紙（裏表紙を含む）

ウ）出版・頒布等・・・…標題紙（標題紙裏を含む），奥付，背，表紙（裏表紙を含む）

エ）形態…・・・その図書から

オ）シリーズ……標題紙（標題紙裏を含む），奥付のページ，背，表紙（裏表紙を含む）

カ）各巻……標題紙（標題紙裏を含む），奥付，背，表紙（裏表紙を含む）

キ）注記…ーどこからでもよい

ク） ISBN, ISSN，入手条件・定価……どこからでもよい

2.0.3.2A 適用

2.0.3.28 所定の情報源以外から得た書誌的事項は，補記の事実を示すため角がっこに入れて記

録する（以下「補記するJ）。

2.0.4 記述すべき書誌的事項とその記録順序は，次のとおりとする。

ア）タイトルと責任表示に関する事項

(1) 本タイトノレ

(2) 並列タイトル

(3) タイトノレ関連情報

(4) 巻次 ・回次 ・年次等

(5) 責任表示

イ）版に関する事項

(1) 版表示

(2) 特定の版にのみ関係する責任表示

(3) 付加的版表示

(4) 付加的版にのみ関係する責任表示

ワ）出版 ・頒布等に関する事項

(1) 出版地，頒布地等

(2) 出版者，頒布者等

(3) 出版年月，頒布年月等

(4) 製作項目（製作（印刷）地，製作（印刷）者，製作（印刷）年月）

エ）形態に関する事項

(1) ページ数，図版数等

(2) 大きさ

(3) 付属資料

オ）シリーズに関する事項

(1) 本シリーズ名

(2) 並列シリーズ名

(3) シリーズ名関連情報

(4) シリーズに関係する責任表示

(5) シリーズの ISBN, ISSN 

(6) シリーズ番号

(7) 下位シリーズの書誌的事項

カ）各巻に関する事項

(1) 各巻タイ トノレ
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(2) 各巻並列タイトル

(3) 各巻タイトル関連情報

(4) 各巻巻次・田孜・年次等

(5) 各巻に関係する責任表示

キ）注記に関する事項

ク） ISBN, ISSN，入手条件に関する事項

(1) ISBN 

(2) ISSN 

(3) 入手条件・定価

全国書誌通信

2.0.4. 1 (2言語以上の同一書誌的事項） 同一書誌的事項が2言語（文字）以上で表示されてい

る場合，並列タイトルと並列シリーズ名を記録し，その他の書昔、的事項は本タイトノレまたは本

文の言語と一致するものを記録する。

2.0.5 記述の精組

記述の精組は第2水準（標準の書誌的事項）を採用し，これらに若干の書誌的事項を加える。

2.0.6 記録の方法

2. 0. 6. 1 （転記の原則） 図書を記述するとき，次の書誌的事項は，原則としてその図書に表示

されているままに記録する。ただし，特に別途規定されている場合を除く。

ア）タイトノレと責任表示に関する事項

イ）版に関する事項

ウ）出版・頒布等に関する事項

エ）シリーズに関する事項

オ）各巻に関する事項

2.0.6. 1A タイトルと責任表示に関する事項以外の部分では，『英米目録規則第 2版

(Anglo-American Cataloguing Rules 2nd ed. ）』の略語表（AppendixB-Abbreviations）で定

められた略語を用いる。タイトノレと責任表示には，注記を含めし、かなる場合も略語を使用しな

し、。

2.0.6.2 （目録用の言語・文字） 非適用

2.0.6.2別法 形態に関する事項や注記に関する事項などにおいては，目録用の言語として英語

を用いる。日本語の読みをローマ字に表す場合は司ii令式を用いる。その他，規則で規定してい

ない英文の表現形式は“TheChicago Manual of Style”（15th ed. University of Chicago Press, 

2003）に従う。

2.0.6.3 （文字の転記） 原則として，所定の情報源に表示されているままに記録する。ただし，

「JISX 0208: 1990Jの外字である記号付きアノレファベットは以下のとおり扱う。

ア）日本語の読みをローマ宇に表したときの記号付きアルファベットは 記号の付かないアル

ファベットに置き換える。

イ）上記以外の記号付きアルファベットは，本タイトノレ，並列タイトノレ，本シリーズ名，並列

シリーズ名においてはJIS外字ヨードを記録する（記号の付かないアルファベットに置き換

えたものを標目とする）。その他の記述部分においては，記号の付かないアルファベットに置

き換える。

AムcompleteムEnglishムtranslationムofムDogenムZenji’sムShobogenzo

（情報源の表示： Acomplete English translation of Dogen Zenji’s Shδbogenzo) 

大文字の使用法およびISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う。ま
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た，文字の大小の表示は再現せず，全部同ーの大きさの文字で記録する。

Almostムtransparent6blue

（情報源の表示： AlmostTransparent Blue) 

GuriムandムGura’sムsurpriseムvisitor

（情報源の表示： Guriand Gura’s Surprise Visitor) 

119号（2004.11)

会社名・団体名，コンビュータ用語等は固有名詞と して扱い，一般に通用している表示のま

まに記録する。

McGraw-Hillムdictionaryムofムphysics

InterActionムCouncil

漢字は，原則として所定の情報源に使用されている字体で記録するが， 「JISX 0208: 1990J 

の外字の取り扱いは，「和図書データに使用する文字種取り扱い基準J（『全国書昔、通信仰0.100; 

1997. 12. 10参照）による。措書以外の書体は措書体に改める。かなはそのまま記録するが，変

体がなは平がなに改める。

中国簡化文字は f中国簡化文字表」（『大漢和辞典』修訂第2版（大修館書店，1989-1990）付

録）により対応する漢字に置き換え，注記において説明を加える。

2.0.6.3別法1 非適用

2.0.6. 3別法2 表示のとおり転記することが不可能なハングノレ，アラビア語等の文字は，“ALA-LC

Romanization tables: transliteration schemes for non-Roman scripts，，に従ってローマ字

化したものを補記し，注記において説明を加える。

2.0.6.4 （数字の記録） タイ トノレと責任表示に関する事項においては，ローマ数字を除き数字

はそのままの形で転記する。ローマ数字は原則としてアラビア数字に置き換える。その他の書

誌的事項においては数量や順序などを示す数字はアラビア数字とする。

Basicムdesignムstudyムreportムonムtheムprojectムforムurgentムrehabilitationム

ofムSindhuliムRoadム（sectionム4）ムinムtheムKingdonnムofムNepal

（情報源の表示 ：BASICDESIGN STUDY REPORT ON THE PROJECT FOR URGENT RE出 回 LITATION

OF SINDHULI ROAD (SECTION IV) IN T肥 KINGDOMOF NEPAL) 

2. 0. 6. 5 （再現不能の記号等の記録） 記号等は，原則と してそのまま記録する。表示のとおり

転記することが不可能な記号等は，説明的な語句に置き換えたものを補記する。さらに必要が

あるときは注記において説明を加える。また，飾りとみなした場合は省略もしくは簡潔な記号

に置き換える（記号の取り扱いは「和図書データに使用する文字種取り扱い基準」（『全図書誌

通信』No.100 ; 1997. 12. 10参照）に従う）。

2. 0. 6. 6 （誤記．誤植） 書誌的事項の明らかな誤りは，表示形のあとに「［i.e.ムOOOJJと

正しい形を補記する。 1語の誤りの場合は角がっこの前にスペースを置かない。

Japan'sムgreenhouseムgasムinventry[i.e.ムinventory］ム1990-2000

Japan'sムgreenhouseムgassムinventry6[i.e.ムgasムinventory］ム1990-2000

2. 0. 6. 7 (I SBD区切り記号法） 本適用細則では規定しない。

2. 0. 6. 8 （記入における記述の記載位置） 本適用組則では規定しない。

2. 1 タイトルと責任表示に関する事項

2. 1.0 通則

2. 1. 0. 1 （書誌的事項） 記録すべき書誌的事項と，その記録順序は次のとおりとする。

ア）本タイトJレ

イ）並列タイトル
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ウ）タイトル関連情報

エ）巻次 ・回次 ・年次等

オ）責任表示

2. 1. 0. 2 （区切り記号法） 本適用細則では規定しない。

2. 1. 0. 3 （複製本） 適用

2. 1. 1 本タイトル

全国書誌通信

2. 1. 1. 1 （本タイトルとするものの範囲） 図書に表示されているか，表示がない場合でも，そ

れによって図書が同定識別される固有の名称が本タイトノレである。本タイ トノレとするもののな

かには，次に示すようなものもある。

ア）総称的な語，イニシアノレ，著作者名（団体名を含む）のみのもの

K. 

NationalムDietムLibrary

イ）識別上必要な数や文字と不可分なもの

500ム30-objects

ウ）本文と同一言語でない，唯一のタイ トノレ（本文の言語を注記する（2.7. 3.0イ）参照））

ガラスのうさぎ（注記 「TextムinムSpanish.J)

2. 1. 1. lA 非適用

2. 1. 1. 1B 非適用

2. 1. 1. 1C 適用

Pelham，ムor，ムTheムadventuresムofムaムgentleman

2. 1. 1. 1C別法非適用

2. 1. 1. 1D 本タイトルの上部または前方に表示されている先行事項（冠称，角書きなど，タイト

Jレを限定修飾するもの，またはタイトルに関連して表示されているもの）は次のように記録す

る。

ア）これらの事項が本タイトルの一部分とみなされるときは，全体を本タイトノレとして記録す

る。

SupplementムlムtoムtheムJapaneseムpharmacopoeia

イ）本タイトルの一部分としてみなされず，別個の書誌的事項として判断されるときは，情報

源における表示の順序にかかわらず，当該書誌的事項の所定の記録順位に従って記録する。

2. 1. 1. 1E 標題紙，奥付， 背，表紙に表示されている各タイ トルが異なるときは，原則として標

題紙のタイトルを記録する。ただし，標題紙以外のタイトルが適切で、あると判断した場合はそ

れを記録する。適切なタイ トルとは，①本文と同じ言語のタイ トノレ，②詳しいタイトル，③複

数の情報源に共通するタイトルである。他のタイトノレは注記する（2.7. 3. 1ア）参照）。微細な

違い〈単数形と複数形など）は注記しない。異なるタイトノレを並列タイトノレ，タイトノレ関連情

報，本シリーズ名とみなせば注記しない。

Johogen口：口theムultimateムguideムto!::,printed，ムelectronicムandムcyberム

sourcesムofムJapaneseムinformationムonムbusiness，ムtechnologyD.&D.commerce口
／口日欧産業協力センター編．

Title 6on6 colophon:!::, EU-JapanムCentreムfor!::, IndustrialムCooperationム

DirectoryムofムJapaneseムsourcesムofムinformationムonムtradeムandム

technology. 

2. 1. 1. 1f タイトルに著者名や出版者等を冠しているものは，それを含めて本タイ トノレとして記
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録する（2.1. 5. lA参照）。

TadanoriムYokooムselectedムpostersム116

McGraw-Hillムdictionaryムofムearthムscience

2. 1. 1. 1G 加除式資料については，本タイトルに変化が生じた場合，従来記録していた本タイト

ルを変化後のタイトルに改め，変化前のタイトルを注記する（2.7. 3. 1オ）参照）。

2. 1. 1. 2 （記録の方法） 原則として，当該図書の所定の情報源に表示されているままに転記す

るが，大文字の使用法およびISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う

(2.0. 6.3参照）。本タイトJレの一部分が 2行書き，または小さな文字で表示されていても， 1

行書きとし，全部同じ大きさの文字で記録する。

2. 1. 1. 2A 非適用 （ノレピはタイトル標目とする）

2. 1. 1. 28 情報源にタイトノレの表示がなく，目次等その図書中から決定した本タイトノレは補記す

る。また，図書中のどこにもタイトノレの表示がないときは，適切な情報源による本タイトルか，

目録担当者が決定した簡潔で説明的な本タイトルを補記する。

2. 1. 1. 2C 合集のタイトノレ等で，所定の情報源にその図書全体の総合タイトノレが表示されていて，

同時にその図書に収録されている著作それぞれのタイトルが表示されているときは，その総合

タイトルを本タイトルとして記録し，それぞれの著作のタイトノレは，各巻タイトルまたは内容

細目（注記）として記録する（2.9.1,2. 7. 3. 7参照）。

EarlyムEuropeanムwritingsムonムAinuムculture口 －口travelogues6 and 6 

descriptions.口v.ム5

内容細目： PetticoatムvagabondムinムAinuムlandムandムup6and6downムEasternム

Asia口／口byムJames，ムN.口Stepsムbyムtheムway口／口byムBatchelor，ムJ.

2. 1. 1. 2D 図書全体に対応する総合タイトルがなく，図書の内容をなす各著作のタイトル等が表

示されているときは，これらのタイ トルと責任表示等を所定の情報源に表示されている）I慎で列

記する。同一著者の場合でも責任表示は省略せず，それぞれ記録する（2.1. 5. 2F参照）。

Recommendationムonムmarketムaccessム issuesムasムconcernsム standards，ム

certificationsムandムothers口 ：口＂reportムofムtheムcomprehensive6review＂ム

Marchム13，ム2003口／口〔by］ムMarketムAccessムOmbudsmanムCouncil.口Policyム

actionsム onム marketム accessム issuesム asム concernsム standards，ム

certificationsムandムothers口：口Marchム19，ム2003口／口［by］ムOfficeムofム

MarketムAccess.

2. 1.2 資料種別適用

2. 1.3 並列タイトル

2. 1. 3. 1 （並列タイトルとするものの範囲） 適用

2.1.3.1A 適用

2. 1. 3. 2 （記録の方法〉 所定の情報源に表示されているままに記録するが，大文字の使用法お

よび ISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0.6.3参照）。複数

の並列タイトルがあるときは，日本語があれば優先して記録し，その他の言語はその図書中に

出現する順に記録する。

Theムvoices6and6handsムofムBunraku口＝口文楽の人びと

Nagoyaムlivingムguide口＝口名古屋生活ガイド口＝口Guia6praticoム＂vivendoムemム

Nagoya＂口＝口＂ Vivien do 6. en6.Nagoya＂ム guiaムpractica

2. 1. 3. 2別法非適用
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2. 1.4 タイトル関連情報

2. 1. 4. 1 （タイトル関連情報とするものの範囲） タイトル関連の情報。本タイトノレに対するも

の以外に，並列タイトノレや，図書中の各著作のタイ トノレに対するものもある。情報師、における

表示の位置は，本タイトJレのあとに続くものが多いが，本タイトルの上部や前方の位置に表示

されていることもある。タイトル関連情報には，サブタイトルやタイトル先行事項を含む。キ

ャッチフレーズ等はタイトル関連情報とはみなさない。

2. 1. 4. 2 （記録の方法） タイトル関連情報は，それのかかわる本タイトル（並列タイトルがあ

る場合は，並列タイ トル）に続けて所定の情報源に表示されているままに記録する。大文字の

使用法およびISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0.6.3参照）。

同一著者の2以上のタイトルに共通するタイトル関連情報は，それぞれのタイトルのタイト

ル関連情報として記録する。それぞれに記録することが適当でない場合は，最後のタイトルの

タイトル関連情報として記録する。

巻次等（2.1. 6. 1参照）により異なるサブタイトノレは注記する（2.1. 6. 3, 2. 7. 3. 1エ）参照）。

Theムhorseムofムsevenムcolors口：口a.6.folkムtaleムfromムGuatemala

Board6.ofムAudit6. of 6. Japan口 ：口an6. organi za ti onムthatムreviewsムpublicム

finances 

Cyberムelectionムcampaigning口 ：口u.s.ムpresidentialムelectionム2000

2. 1. 4. 2別法非適用

2. 1.4.2A 2以上のタイトノレ関連情報があるときは，所定の情報源における表示順ではなく，本

タイトノレとの繋がりの強弱の順で記録する。例えば，サブタイトノレは作品形式より先に記録する。

Theムstudyム0111ムtheムimprovementムofムmedicalムservicesムinムJapan口：ロtoward

ムanムagingムsociety口：口finalムreport.

（情報源の表示 ：上から順に①TheStudy・・－，②Final Report，③Toward a.n ・ ・ ・) 

2. 1.5 責任表示

2. 1. 5. 1 （責任表示とするものの範囲） 責任表示の範囲は，直接的な著作者，すなわち本文の

著者，編さん者，画家，撮影者などのほか，間接的な原作者，編者，撰者，述者，脚色者，監

修者，監訳者，訳者，校訂者などを含む。その他，指導，構成，取材などの様々な著作関与者

は，著作責任者と判断される場合は責任表示とする。解説者は，古典，図版集等，解説抜きに

は成り立たない著作の場合は責任表示とする。主催者，共催者，多数の分担執筆・訳者，校閲

者，訓点者，協力者は，必要とみなせば注記するが，主催者は，会議録等で著作責任が強いと

みなせば責任表示とする。「編集jと表示されていても，著作責任がないとみなせば責任表示と

しない

2. 1. 5. 1別法非適用

2.1.5. lA 本タイトルおよびタイトル関連情報中に表示されている著者名等は，著作責任が強い

とみなせば，責任表示としても記録する。役割を示す語句は補記する。

TadanoriムYokooムselected.6.postersム116口／口［by］ムTadanoriムYokoo

SomeムaccountムofムtheムlifeムandムwritingsムofムMrs.ムTrimmer.口2口／口［by]

ムMrs.ムTrinuner

（情報源の表示 ：著者名の表示なし）

ReportムfromムInternationalムAccountingムStandardsムBoard.口／口［by］ム

InternationalムAccountingムStandardsムBoard

（情報源の表示：著者名の表示なし）
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2. 1. 5. 18 非適用 （2.1. 5. 20参照）

2, 1, 5, 1 c適用

119号（2004.11)

GuriムandムGura’sムspecialムgift口／口byムRiekoムNakagawa，ムYurikoムYamawaki

口 ；口translated6.by6.Peter6.Howlett，ムRichardLMcNamara.

2. 1. 5. 1D 非適用

2. 1. 5. 10任意規定適用

2. 1. 5. 10別法 一つの責任表示に記録する個人名や団体名の数は， 3までのときは I'Jで区切

ってそのまま記録する。 4以上のときは，主なもしくは最初の名称一つを記録し， 他は「etム

al. J と補記して省略する。

Doingムeducationムatムwetlandムsites口：口examplesLandムmodalities.6:from.6:Asia 

口／口editedムbyムBishnuムB.ムBhandariム［etムal.]. 

2. 1. 5. 1 E 加除式資料については，責任表示に変化が生じた場合，従来記録していた責任表示を

変化後の責任表示に改める。変化前の責任表示は注記する（2.7.3.2ワ）参照）ーただし，内部

組織名の変更等，重要な変化とみなさない場合には注記を省略する。

2. 1. 5. 2 （記録の方法） その図書の著者（個人または団体）あるいはその著作に関与した副次

的な著者（原著者，編者，訳者，校訂者等）を，役割を示す語句（lbyj，「translatedムbyJ,

r edi ted.6:by J' r photographyムbyJ, r authorJ，「editorJ等）とともに，情報源に表示されて

いるままに記録する。大文字の使用法およびISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言

語の慣行に従う （2.0. 6. 3参照）。

E.ムHigashihara，ムs.ムNaito，ムT.ムMatsudaム（Eds)

El6loro6pelado口／口HoracioムQuiroga作口；口Diego6Egli絵．

Etムtamborムdelムrey口／口texto6LauraムValle口；口ilustraciones60svaldoム

Jalil. 

2. 1. 5. 2A 責任表示には，所定の情報源のうちもっとも適切な表示を選んで記録する。選択にあ

たっては，完全形または欧文形を優先する。記録しなかった表示形は必要とみなせば注記する

(2. 7. 3. 2ア）参照）。

Astroムboy口／口 ［by］ムTezuka60samu.

（情報源の表示：奥付に「手塚治虫J，表紙に 「TezukaムOsamuJ)

2. 1. 5. 2B 適用

The 6 diaries 6 of 6 Sir 6 Ernest 6 Satow, 6 Sri ti shムMinisterム inムTokyoム

(1895-1900）口 ：口aムdiplomatムreturnsムtoムJapan口／口［by］ムErnestムSatow

口； 口editedムandムannotated6byムIan.6:Ruxton.

2. 1. 5. 2C 団体の名称が内部組織を含めて表示されているときは，所定の情報源に表示されてい

るままに記録する。

2. 1. 5. 2D 情報源に表示されていない語句等を，必要とみなせば補記する。情報源の表示に役割

を示す語句がないをき，またはタイトノレと責任表示に記録した個人や団体との関連を明らかに

する必要があるときは，これを補記する。不完全な団体名の場合，必要kみなせii上部団体名

を補記する。

[by］ムBarryムDawson.

[editedムbyムNationalムDietムLibrary]

edited.6:by.6: [National.6:DietムLibrary］ムBibliographyムDept.

2. 1. 5. 2E 識別上必要でないとき，次のものは省略する。
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ア）人名の場合：学位，役職名等の肩書，所属団体名やそのイニシアル

byムKeizanムJakin（情報源の表示 ：byZen Master Keizan Jokin) 

ただし，例外として以下のような場合は省略しない。

(1)文法的理由で，肩書が省略できない場合

(2）省略すると名もしくは姓のみとなる場合

by6Mr.ムRoscoe.

byムDr.ムJohnson.

(3）識別のために称号，尊称，敬称などが必要なとき

byムMrs.ムCharlesムH.ムGibson.

[by］ムLadyムNic.holson.

イ）団体名の場合：

．団体名の前後に表示されている法人組織等を示す語

editedムbyムResearchムInstituteムofムEconomy，ムTrade.6andムIndustry.

（情報源の表示 ：ResearchInstitute of Economy, Trade and Industry, Independent 

Administrative Institution) 

・創立の動機，趣旨を示すもの

editedムbyムKyotoムMuseum.

（情報源の表示： ImperialGift, Kyoto Museum) 

2. 1. 5. 2F 総合タイトノレがない図書の場合，各著作ごとに責任表示を記録する（2.1. 1. 2D参照）。

Recommendation 6 onムmarketムaccessムissuesムasムconcernsムstandards，ム

certificationsムandムothers口：口＂reportムofムtheムcomprehensiveムreview＂ム

Marchム13，ム2003口／口［by］ムMarketムAccessムOmbudsmanムCouncil.口Policyム

actionsムonムmarket6 accessム issuesムasム concernsム standards，ム

certifications6andムothers口：口Marchム19，ム2003口／口［by］ムOfficeムofム

MarketムAccess.

2. 1.6 巻次．回次．年次等

2. 1. 6. 1 （巻次，回次．年次等とするものの範囲） 資料の形態的に独立した部分に付された番

号等による一定の順序づけ。巻次，回次，年次等（以下 f巻次等J）の前後に，それを修飾する

語がついているものもある。また，排列を音順とする以外にない，JI慎序性のないもの（部編）

も巻次として扱う。加除式資料については，原則として巻次等および部編を記録しない。

TheムdiplomacyムofムJapanム1884-1922.口v.ム3

JISムhandbook口：口piping.口2003

Li ving6inムTokyo口：口information6forムforeign.6residents.口2003ムed.

2. 1. 6. 2 （記録の方法） 情報源に表示されているままに記録するが，大文字の使用法およびISBD

区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0. 6. 3参照）。数字はアラビア

数字とする（2.0. 6. 4参照）。可能な部分は『英米目録規則第2版』の略語表で定められた略語

を用いる（2.0.6.1A参照）。数詞はアラピア数字に置き換える。西暦年の省略形は完全形に直

して記録する。アラビア数字が連続するときは，必要に応じてハイフンを入れる。

V.ム2（情報源の表示： volumeII) 

v.ム1（情報源の表示： firstvolume) 

2003-2 （情報源の表示： 2003 2) 

2004 （情報源の表示：’ 04)

。，u
唱

EA
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複数の巻次等が表示されているときは，同格のものは丸がっこに入れて記録し，下位のもの

はスペースに続けて記録する。同格の場合，巻次または回次と年次の双方が表示されていると

きは年次を，巻次等と部編の双方が表示されているときは部編を，丸がっこに入れて記録する。

v.ム1ム（2002)

V.ム2ム（2003)

2004ムpt.ムRム（fireムprotection，ムdetectionムandムextinction)

2. 1. 6. 2A 識別のため必要なときは，巻次等を補記する。

2. 1. 6. 3 巻次等により異なるサブタイ トルは注記する（2.1. 4. 2, 2. 7. 3. 1エ）参照）。

2.2 版に関する事項

2.2.0 通則

2.2.0. l （書誌的事項） 適用

2.2.0.2 （区切り記号法） 本適用細則では規定しない。

2. 2. 1 版表示

2. 2. 1. l （版表示とするものの範囲） 適用

2. 2. 1. lA 適用

2. 2. 1. 18 版として表示されていても，実際は他の書誌的事項に相当する場合は，別の書誌的事

項として扱う。

巻次，回次，年次等に相当する場合は，巻次等として記録する（2.1. 6参照）。

カラー版，コミック版，完全版等は，タイトル関連情報として記録する。最新版，愛蔵版，

豪華版，保存版，普及版等は，具版がなければタイトノレ関連情報として記録する。

私家版は，タイトノレ関連情報または注記として記録する。

限定版は，注記として記録する（2.7. 3.0ウ）参照）。

「版Jと表示されていても「刷』と判断されるときは「刷j とみなす。初版の前書きしかな

いもの，初版から数か月で出版された2版，小説で2版とあるもの等は，「版jk表示されてい

ても「刷」とみなす（2.4. 3. 1任意規定の例参照）。

2. 2. 1. l c適用

2. 2. 1. 2 （記録の方法） 所定の情報源に表示されているままに記録するが，大文字の使用法お

よび ISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0. 6. 3参照）。数字

および数詞はアラビア数字に置き換える。可能な部分は『英米目録規則第2版』の略語表で定

め邑れた略語を用いる（2.0.6.lA参照）。補記した事項は角がっこに入れる。情報源により版

表示が異なるときは，顕著なものを記録する。

Rev.ムed.（情報源の表示： RevisedEdition) 

1stムtradeムpbk.ムed.（情報源の表示： firsttrade paperback edition) 

2ndムed. （情報源の表示： secondedition) 

2ndムrev.ム［ed.] （情報源の表示： secondrevised 30 September, 2003) 

2. 2. 1.2別法適用

2.2.2 特定の販にのみ関係する責任表示

2. 2. 2. 1 （責任表示とするものの範囲） 適用

2.2.2.2 （記録の方法） 適用

AムvisitムtoムIndia，ムChina，ムandムJapan口／口［by］ムBayardムTaylor.口一口2nd

~ed. 口／口 ［newly6revisedムandムed!itedムbyムGeorgeムFrederickムPardon〕 ．

2.2.3 付加的版表示

-13-
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2. 2. 3. 1 （付加的版表示とするものの範囲） 適用

2. 2. 3. 2 （記録の方法） 2. 2. 1. 2による。

2ndムed.，口pbk.ムed.

2.2.4 付加的版にのみ関係する責任表示

2.2.4. 1 （責任表示とするものの範囲） 適用

2.2.4.2 （記録の方法） 2. 1. 5. 2による。

2.3 資料（または刊行方式）の特性に関する事項適用

2.4 出版・頒布等に関する事項

2.4.0 通則

2.4.0. 1 （書誌的事項） 記録すべき書誌的事項と，その記録順序は孜のとおりとする。

ア）出版地，頒布地等

イ）出版者，頒布者等

ワ）出版年月，頒布年月等

エ）製作項目（製作 （印刷）地，製作（印刷）者，製作（印刷）年月）

2.4.0.2 （区切り記号法） 本適用細則では規定しない。

2. 4. 0. 3 （複製本） 適用

2. 4. 1 出版地，頒布地等

2. 4. 1. 1 （出版地，頒布地等とするものの範囲） 適用

2.4.1.1A 適用

2. 4. 1. 18 同一出版者に2以上の出版地があるときは，国内のもの，顕著なもの，最初のものの

順で，一つの出版地を選択して記録する。選択した一つの出版地が2言語以上で表示されてい

るときは，本タイトノレまたは本文の言語と一致する表記を選択して記録する。

Tokyo （情報源の表示 ：Publishedby Springer Verlag, London, Tokyo，一・）

Osaka （情報源の表示： Publishedby Sankei Shinbunsha, Osaka, Tokyo，…） 

Sendai （情報源の表示 ：Publishedby Tohoku University Press, Sendai. 発行東北

大学出版会仙台市青葉区… （本文が英語））

2. 4. 1. 1B別法非適用

2. 4. 1. 1 c 2以上の出版者とそれぞれに対応する出版地が表示されている場合は，圏内のもの，

顕著なもの，最初のものの順で1組を選択して記録する。

Tokyo口：口PearsonムEducation

（情報源の表示 ：Publishedby Longman, New York. Co-published by Pearson 

Education, Tokyo.) 

Tokyo口：口KRIムInternationalムCorp.

（情報源の表示 ：Publishedby KRI International Corp., Tokyo. 

Published by Pacific Consultants International, Tar随 一shi)

2. 4. 1. 1D 非適用

2. 4. 1. 1D任意規定 出版地と頒布地双方の表示があるときは，頒布地を出版地，出版者のあとに

記録する（2.4.2.lE任意規定参照）。

2. 4. 1. 2 （記録の方法） 日本の出版地は，出版者が所在している市町村名を所定の情報源に表

示されているままに記録する。大文字の使用法およびISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，

当該言語の慣行に従う （2.0. 6. 3参照）。2言語以上で表示されているときは，本タイトノレまた

は本文の言語と一致するものを選択して記録する。日本語形と欧文形が表示されている場合は，

-14-
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欧文形を採用する。

Tsukuba 

Tokio 

名古屋 （情報源の表示 ：名古屋市（日本語表記のみ，本文はドイツ語））

市名の 「市j にあたる表記は記録しなし、

Osaka （情報源の表示： Osaka-shi)

Naha （情報源の表示： NahaCity) 

さいたま（情報源の表示 ：さいたま市）

市町村か都道府県か判断できない場合は，情報源に表示されているままに記録する。

Nagasaki （情報源の表示： Hiroshima-NagasakiPublishing Corrunittee, Nagasaki) 

市名に同一名がある場合は， 都道府県名を付記する。 f者~J 「府」 「県Jにあたる名称は，それぞ

れr-toJr -huJ「－kenJに統一する。 「都」「府Jf県Jにあたる名称が省略されている場合は，それぞ

れ「－toJ「－huJ「－kenJを付加する。

Fuchuム（Tokyo-to) （情報源の表示 ：Fuchu-shi, Tokyo) 

Fuchuム（Hirosima-ken) （情報源の表示： Fuchu-si, Hiroslhima-ken) 

Fuchuム（Hirosima-ken) （情報源の表示 ：Fuchu-si,Hiros!hima prefecture) 

Kashimaム（Saga-ken) （情報源の表示 ：Kashimashi, Saga) 

Kashimaム（Ibaraki-ken) （情報源の表示： Kashimashi, Ibaraki) 

町村名は，都道府県名を付記する。「都」「府J「県Jにあたる名称、は，それぞ、れr-toJr-huJ r-kenJ 

に統一する。「町j「村jf都Jr府」「県Jにあたる名称、が省略されている場合は，それぞれ「寸『1atiJ

r -muraJ r -toJ r-huJ r-kenJを付加する。

Hayama-machiム（Kanagawa-ken) （情報源の表示 ：Hayama-machi)

Oarai-matiム（Ibaraki-ken) （情報源の表示： Oarai)

Tokai-mura6 (Ibaraki-ken) （情報源の表示： Tokai, Ibaraki) 

東京都特別区は『東京Jにあたる表記で記録する。 f東京jにあたる表記のみの場合は，東京

都特別区とみなす。

Tokio （情報源の表示： Sinjuku-ku, Tokio) 

Tokyo （情報源の表示 ：SetagayaCity) 

2. 4. 1. 2A 適用

2. 4. 1. 28 外国地名には，識別上必要があるときは，国名，州名を付記する。

2. 4. 1. 2C 出版地が情報源に表示されていないときは，調査等により推定した出版地を補記する。

推定できず，代替情報として頒布地も記録できないときは，出版地不明として「s.1.」と補記す

る。

[Tokyo] （情報源の表示： Publishedby JETRO. （地名の記載なし））

2. 4. 1. 2C任意規定 外国の出版物で出版地が不明のとき，出版国の表示があれば，国名を情報源

に表示されているままに記録する。

Deutschland 

U.S. A. 

2.4.2 出版者．頒布者等

2.4.2. 1 （出版者，頒布者等とするものの範囲） 適用

2.4.2. lA 適用

2.4.2. 18 非適用

P
D
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2.4.2. 1C 非適用

2.4.2. 1D 2以上の出版者が表示されているときは，園内のもの，顕著なもの，最初のものの順

で一つを選択して記録する（2.4. 1. IC参照）。

2.4.2. lD任意規定 記録しなかった出版者は注記する（2.7.3.47），イ）参照）。版次・刷次の

変化にともない出版者に変化が生じた場合，または，セットもの等の集合単位を分割して記録

を作成するときに同一の本タイトノレ伝おいて出版者に変化が生じた場合は，変化前の出版者を

注記する（2.7.3.3ア） '2. 7. 3. 4ウ）参照）。

2.4.2. lE 非適用

2.4.2. lE任意規定 圏内の出版者と頒布者が表示されているとき，または外国の出版者と園内の

頒布者が表示されているときは，両者を記録する。記録の順序は，出版地，出版者，頒布地，

頒布者とし，頒布者に「distributorJc!::付記する。 「取次L r取扱」等にあたる語句があっても頒

布者とはみなさない。外国の頒布者は記録しない。

Hachioj i口：口ChuoムUniversity6.Press，口2003口；口Tokyo口：口Japan6.Publ ica t ions 

ムTradingムCo.，ムLtd.ム（distributor)

NewムYork口：口McGraw-Hill，口2003.4口；口東京口：口南雲堂フェニックスム

(distributor) 

2.4.2. 1F 加除式資料については，出版者に変化が生じた場合，従来記録していた出版者を変化

後の出版者に改める。変化前の出版者は注記する（2.7. 3.4エ）参照）。ただし，内部組織名の

変更等，重要な変化とみなさない場合には注記を省略する。

2.4.2.2 （記録の方法） 出版者は，所定の情報源に表示されている名称を，冠詞を含めて情報

源に表示されているままに記録する。大文字の使用法およびISBD区切り記号以外の句読点の使

用法は，当該言語の慣行に従う（2.0.6.3参照）。可能な部分は『英米目録規則第2版』の略語

表で定められた略語を用いる（2.0. 6. lA参照）。情報源により表示が異なる場合は，より詳細

な形を記録する。欧文形と日本語形が表示されている場合は，欧文形を記録する。日本語形し

かない場合は，日本語形を記録する。法人組織等を示す語句は原則として省略する。出版地に

該当する地名は記録しない。

JETRO 

（情報源の表示： JETRO（略称の表記のみ））

InstituteムofムElectricalムEngineersムofムJapan

（情報源の表示 ：Instituteof Electrical Engineers of Japan （標題紙）, IEE （表紙））

NIES 

（情報源の表示 ：IndependentAdministrative Institution NIES) 

KodanshaムInternational

（情報源の表示 ：KodanshaInternational Ltd.) 

PublicムRelationsムDivision，ムSakaiムCity

（情報源の表示： PublicRelations Division, Sakai City Government) 

TheムJapanムFoundation

（情報源の表示 ：TheJapan Foundation, Tokyo) 

2.4.2.2A 非適用

2.4.2.2B 外国の出版者名は，所定の情報源に表示されているままに記録する。

2.4.2.2C 出版者と頒布者双方が情報源に表示されていないときは，調査等により推定した出版

者または頒布者を補記する。推定できず，代替情報として頒布者も記録できないときは，出版
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者不明として「s.n. Jと補記する。

2.4.2.20 情報源に出版者の表示がなく，頒布者とそれに対応する頒布地の表示のみ表示されて

いるときは，これらを記録し，頒布者に「distributorJと付記する。頒布者が複数表示されてい

る場合は，圏内のもの，最初のものの順で一つを選択して記録する。記録しなかった頒布者は

注記しない。

Tokyo口：口l、lakayama6Shoboム（distributor)

2. 4. 3，出版年月頒布年月等

2. 4. 3. 1 （出版年月，頒布年月等とするものの範囲） その図書の属する版が最初に刊行された

年月を記録する。月の表示がないときは，年のみ記録する。その図書に初刷の出版年月の表示

がなく 2刷以降の出版年月の表示があるときは，その出版年月を記録し，刷次を付記する。 刷

次の変化にともない，内容の改訂または出版者に変化が生じたときは，最新の出版年月を記録

し，その刷次を付記する。

2001 

2001. 10 （情報源の表示 ：1sted. (July 1997) ; rev. ed. (October 2001)) 

1998. 3 （情報源の表示 ：5thed. published in March 1998. 1st printing ; March 2001. 

3rd printing) 

2002. 3 （情報源の表示： March2002 1st ed. ; May 2002 3rd ed. （版を刷とみなす場合，

2. 2. 1. lB参照））

1997.6ム（3rdムprinting) （情報源の表示： Publishedin June 1997. 3rd printing) 

1997.8ム（3rdムprinting)

（注記「Compiler6ofムthe61st6printing:6SocietyムofムPreventiveムMedicine.」）

（情報源の表示・（1stprinting) Compiled by Society of Preventive Medicine. 1994. 3; 

(3rd printing) Compiled by Health Service Association. 1997.8) 

2.4.3. 1任意規定 前の刷から20年以上経過しているときは，最新の刷次と出版年月を付記する。

1979. 10ム（19thムprinting：ム2001.2) 

（情報源の表示 ：October1979 1st printing ; February 2001 19th printing) 

1970. 4ム（88thムed.：ム2001.4) 

（情報源の表示 ：April1970 1st ed. ; April 2001 88th ed.) 

2.4.3. 1A 図書に出版年月の表示がないときは，頒布年月を記録する。これらの表示がないとき

は著作権表示年を，その表示もないときは，製作（印刷）年月を記録する。月の表示がないと

きは，年のみ記録する。この場合，頒布年月と印刷年月の後には「発売J「印刷Jなどの役割を

示す語を，著作権表示年の前には著作権を示す「cJを付加する。

c2001 （情報源の表示 ：。2001)

1994. 3ムprinting（情報源の表示 ：FirstPrinting・・・March 1994) 

1988ムprinting（情報源の表示： Printedin 1988) 

1992 （情報源の表示： Publishedin 1992；。1991)

2.4.3. 1A任意規定非適用

2.4.3. 1B 図書に出版年月と頒布年月双方の表示がなく，かっ著作権表示年または製作（印制）

年月の表示がないときは，序文，あとがき等に表示された年を補記する。

2.4.3.2 （記録の方法） 出版年月は，それが関連する出版者，頒布者等の名称のあとに，「年．

月Jの形でアラビア数字を用いて記録する。同一出版年月が， 2以上の出版者や頒布者などに

共通するときは，最初の名称のあとに記録する。

勾

t’E
A
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Paris口：口ReportersムSansム!Frontieres，口2003.4口；口東京口：口アシェット婦人

画報社ム（distributor）口2003.10. 

NewムYork口 ：口McGraw-Hill，口2003.4口；】口東京口：口南雲堂フェニックスム

(distributor) 

2.4.3.2A 出版年月は西暦紀年で記録する。

2003 （情報源の表示：’03)

1945. 10 （情報源の表示： OctoberMC山LV)

2.4.3.2A別法非適用

2.4.3.28 出版年月が2か月以上にわたるときは，刊行開始の年月と終了の年月をハイフンでつ

ないで記録する。

1996.2-1997. 3 

2.4.3.2C 不正確な出版年月は，補正したものを記録し，不正確な表示形は注記する（2.7.3.0 

参照）。

2.4.3.20 出版年月，頒布年月，著作権表示年，製作（印刷）年月および序文，あとがき等に表

示された年のいずれも表示がないか，不明のときは，本文等によっておおよその出版年代を推

定し，これを補記する。［1972?][1970頃〕の形式は使用せず，不明な部分はハイフンで記録

する。

[2000] (2000年と推測）

[197-] (1970年代と推測）

[19--] (1900年代と推測）

2.4.3.2E 加除式資料については，刊行開始年月と刊行終了年月をハイフンでつないで記録する。

刊行中の場合は，刊行開始年月のあとにハイフンを付加する。

2.4.4 製作項目（製作（印刷）地，製作（印制）者，製作（印刷）年月）

2.4.4. 1 （製作項目とするものの範囲） 製作項目には，記述対象図書が製作（印刷）された土

地の名称（製作（印刷）地），その製作（印刷）に責任を有する個人や団体の名称（製作（印刷）

者），および製作（印刷）された年代， 日付（製作（印昂リ）年月）がある。

2.4.4. lA 適用

2.4.4.2 （記録の方法） 非適用

2.4.4.2別法 製作項目を出版項目の位置に記録する。記録の方法は2.4. 1. 2, 2. 4. 2. 2, 2. 4. 3. 2 

による。印刷者名にはrprinterJと付記する。製作者名は，日本語で表示されているときのみ記

録し， f製作jと付記する。

Tokyo口： 口Toppanム（printer），口2004.3

Tokyo口 ：口FuzamboムInternationalム（製作・発売），口2004.4

2.5 形態に関する事項

2.5.0 通則

2.5.0. 1 （書誌的事項） 記録すべき書誌的事項と，その記録順序は次のとおりとする。肖像は

注記として記録する。挿図，地図等は記録しない。

ア）ページ数，図版数等

イ）大きさ

ウ）付属資料

2.5.0.2 （区切り記号法） 本適用細則では規定しない。

2.5. 1 ページ数．図版数等
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2. 5. 1. 1 （記録するものの範囲） 適用

2. 5. 1. 2 （記録の方法） ページ数，枚数，欄数は，印刷された最終数をアラビア数字で記録し，

それぞれrP-J （単数でも複数でも同様）' r1eaf J （複数形rieavesJ）， 「columnJ（複数形rcolumnsJ)

を付加する。ページ付最終数のページのあとに印刷ページがあっても記録せず，印刷ページで

なくてもページ付最終数の表示があれば，これを記録する。

48ムp.

44.t-.leaves 

732ムcolumns

2.5. 1.2別法 1 用語は，可能な部分は『英米目録規則第 2版』の略語表で定められた略語を用

いる（2.0.6.lA参照）。

2. 5. 1. 2別法2 非適用

2.5. 1.2A 畳ものは，「Oムleaf（または leaves）」と記録する。

2.5. 1.28 ページ付が 前付け（複製資料の前付けを含む）や広告ベ←ジを除き 3種までのとき

は，コンマで区切って記録する。ページ付のない部分は，数えず無視する。ページ付が 4種以

上のとき，ページ付のない部分が大量にあるとき，ページ付が途中で飛んでいるときは，「16

V.」と記録する。

10，ム8,616p. 

2.5. 1.2C ページ付のない図書は， riムV.ム（unpaged)Jと記録する。ただし，本文の枚数が 10

枚以下のときは，枚数を数えて記録する。

6ムleaves 

2.5. 1.20 加除式資料は，ページ付があってもrv.ム（loose-leaf) Jと記録する。

2.5. 1.2E 複数冊の全体が一連のページ付となっている図書や抜刷などのように，包括的な一連

のページ付の途中から始まっているページ付は，その最初と最後をハイフンで結んで記録する。

この場合，ページ付を示す語「p.Jは数字の前に記録する。

p.ム507-1120

p. 6408-677，ム88ムp.

2.5. 1.2F 記述対象が2冊以上からなるときは，冊数を記録する。ただし，複数部分から構成さ

れる図書で冊数（volume）がふさわしくない場合は， parts,pieces, cases, portfolios等の

語句を使用する。

20ムv.

36.pieces 

2. 5. 1. 2G 本文の一連のページ付に入っていない図版があるときは，本文のページ数のあとにス

ベースを 1文字空けて，そのページ数または枚数を記録する。図版がページ付なら「ムp.ムof

6platesJ，枚付なら「ムleavesムofムplatesJを付加して記録する。図版のみの図書の場合は，

ページ数または枚数の後に「ムofムplatesJ左付加して記録する。ただしタイトル等で図版集

とわかるときは，fムof6.platesJは省略する。図版が少量のときは，記録を省略する。「少量J

とは原則止して 10枚来満，本文全体が少量のときはその 1/10の量を目途とする。また，少量

の図版とノンブノレのある一定量の図版を足して記録することは，原則として行わない。

548ムp.ム10ムleavesムof6.plates 

115，ム29，ム202ムp.ム23ムleavesムofムplates

25ムleavesムofムplates

107ムp.ム100ムp.ムofムplates

《

wdv’s－－
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2. 5_ 1-2G別法 可能な部分は 『英米目録規則第 2版』の略語表で定められた略語を用いる

(2. 0.6. lA参照）。

2.5.2 婦図，肖像．地図等非適用

2_5_2別法1 非適用

2.5.2別法2 肖像について注記する（2.7. 3_5イ）参照）。挿図，地図等については記録しない。

2.5.3 大きさ

2. 5. 3. 1 （大きさとするものの範囲） 記述対象資料の寸法（高さ，幅等）。

2.5.3.2 （記録の方法） 大きさは，外形の高さをセンチメートルの単位で， lmm以上の端数を切

り上げて記録する。外形の高さとは，カバーやケースをはずして背を立てた状態で計った表紙

の縦の長さである。

23ムcm. （実際の大きさは22.3cm) 

2.5.3.2A 大きさの異なる複数の図書があるときは，最小のものと最大のものをハイフンで結ん

で記録する。

18-24ムcm.

2.5.3.28 高さが lOcm未満のものまたは豆本と表示がある図書は，センチメートノレの単位で小

数点 1桁まで記録する。

9.5ムcm.

8. 0.6.cm. 

2.5.3.2G 析形本（正方形），縦長本（縦が横の2倍以上），横長本は，縦，横の長さを「×」で結

んで記録する。

15×15ムcm.

30×12ムcm.

15×20ムcm.

9.0×12ムcm.

2.5.3.20 適用

48×30ムcm.ム（foldedムtoム24×15ムcm.)

2.5.3.2E 加除式資料については，大きさに変化が生じた場合，従来記録していた大きさを変化

後の大きさに改める。

2.5.4 付属資料

2.5.4. 1 （付属資料とするものの範囲） 適用

2.5.4.2 （記録の方法） 付属資料の数量を記録する。必要に応じて大きさ，資料の種類 ・特性，

タイトノレを記録し，大きさ等を付記する。CD-RはCD-ROMと記録する。加除式資料については，

付属資料の数量を記録しない。

1ムleaf

8ムp.

2.6.CD-ROMsム（12ムcm.)

lムvideoムcassetteム（VHS)

2ムtapeムcassettes

1ムflexibleムdiskム（3.5ムinch)

1ムDVD-ROMム（12ムcm.)

2.5.4.2別法 1 可能な部分は 『英米目録規則第 2版』の略語表で定められた略語を用いる

(2. 0. 6. IA参照）。
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2.5.4.2別法2 非適用

2.6 シリーズに関する事項

2.6.0 通則

2. 6. 0. 1 （書誌的事項） 記録すべき書誌的事項と，その記録順序は次のとおりとする。

ア）本シリーズ名

イ）並列シリーズ名

ワ）シリ｝ズ名関連情報

エ）シリーズに関係する責任表示

オ）シリーズの ISBN, ISSN 

カ）シリ｝ズ番号

キ）下位シリーズの書誌的事項

2.6.0.2 （区切り記号法） 本適用細則では規定しない。

2.6.0.3 (2以上のシリーズ表示） 記述対象図書が複数のシリーズに属している場合は，それぞ

れのシリーズの書誌的事項を記録する。シリーズ聞の関連性が不明確な場合は，下位シリーズ

として記録する（2.6. 7参照）。

(ISSムresearchムseries口＝口東京大学社会科学研究所調査研究シリーズ口；口no.3) 

口（ISS6.joint6.researchムproject口＝口社会科学研究所全所的プロジェクト研究

口：口theムlost6.decade?:6.re-appraisingムcontemporaryムJapan口；口no.3) 

2. 6. 1 本シリーズ名

2. 6. 1. 1 （本シリーズ名とするものの範囲） 所定の情報源に表示されている，シリーズ固有の

名称。単なる「出版者の本jの意味合いのものやロゴマーク等は本シリーズ名とはみなさない。

(Kodanshaムbilingual 6comics) 

(AsianムandムAfricanムlexiconムseries)

(MemoirsムofムNational6Institute6ofムPolarムResearch口：口special6issue)

2.6.1.lA 適用

2. 6. 1. 2 （記録の方法） 所定の情報源に表示されてし．、るままに記録するが，大文字の使用法お

よびISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0.6.3参照）。

情報源によって表示が異なる場合の本シリーズ名の記録は， 2.1. 1. IEによる。

(Seikeikenムresearchムpaperムseries)

（情報源の表示： Seikeilkenresearch paper series （標題紙）, Research paper series 

（表紙），政経研研究報告シリーズ（奥付）；本文は英語）

2.6.2 並列シリーズ名

2. 6. 2. 1 （並列シリーズ名とするものの範囲） 適用

2.6.2.2 （記録の方法） 所定の情報源に表示されているままに記録するが，大文字の使用法お

よび ISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0.6.3参照）。複数

表示されているときは，日本語のもの，最初に表示されているものの順で一つを選択して記録

する。

(OkayamaムUniversityムEconomicムResearchムseries口＝口岡山大学経済学研究叢書

口；口no.ム29)

2.6.2.2別法非適用

2.6.3 シリーズ名関連情報

2.6.3. 1 （シリーズ名関連情報とするものの範囲） 適用（2.1. 4. 1参照）

’E品。，u
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2.6.3. 1A 適用

2.6.3.2 （記録の方法） 適用

2.6.4 シリーズに関係する責任表示

2.6.4. 1 （シリーズに関係する責任表示とするものの範囲） 適用（2.1. 5. 1参照）

2.6.4. lA 本シリーズ名およびシリーズ名関連情報中に表示されている著者名等は，著作責任が

強いとみなせば，責任表示としても記録する。役割を示す語句は補記する。

2.6.4.2 （記録の方法） 所定の情報源に表示されているままに記録するが，大文字の使用法お

よび ISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0.6.3参照）。情報

源に表示されていない語句等を，必要とみなせば補記する。情報源の表示に役割を示す語句が

ないとき，またはタイトルと責任表示に記録した個人や団体との関連を明らかにする必要があ

るときは，これを補記する。不完全な団体名の場合，必要とみなせば上部団体名を補記する。

(Advancedムstudiesムinムpure6mathematics口／口chiefムeditorムEiichiムBannai

口；ロ37)

2.6.4.2別法非適用

2.6.5 シリーズの ISBN. ISSN 

2.6.5. 1 （シリーズの ISBN, ISSNとするものの範囲） ISBNは日本図書コードのうち ISBNの文

字を冠した部分およびその他の国で付与されたISBNで，当該シリーズに付与されたもの。 ISSN

はISSNネットワークが当該シリーズに付与する ISSN。（2.8. 1. 1参照）

2. 6. 5. 2 （記録の方法） 2. 8. 1. 2による。 IS聞は， rsetJと付記して記録する（2.8. 1. 1B参照）。

不正確な番号が表示されている場合は，正しい番号が判明すればこれを記録し，不正確な番号

は，エラーコードとして記録する。

2.6.6 シリーズ番号

2. 6. 6. 1 （シリーズ番号とするものの範囲） 適用

2.6.6.2 （記録の方法） 所定の情報源に表示されているままに記録するが，大文字の使用法お

よび ISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0. 6. 3参照）。可能

な部分は『英米目録規則第2版』の略語表で定められた略語を用いる（2.0.6. IA参照）。数字

は原則としてアラビア数字とする。ただし，識別のために二様以上の数字を用いる必要がある

ときは，そのままの形で記録する。アラビア数字が連続するときは，必要に応じてハイフンを

入れる。

v.ム1-2（情報源の表示 ：volume I 2) 

2.6.6.2A 2以上の巻号が連続するときは，原則として列記する。

2.6. 7 下位シリーズの書誌的事項

2.6.7.1 （下位シリーズ名とするものの範囲） 本シリーズ名の下位書誌レベルのシリーズ名。

下位シリーズ名は，本シリーズ名と密接に関連していることも，関連していないこともある。

2.6. 7.2 （記録の方法） 本シリーズと同様に記録する。

(Victorianムsourcesムofムfairyムtales口；口2.口Aムcollectionムofstories口；

口v.ム5)

2.6. 7.2別法非適用

2.6. 7.2A 下位シリーズの並列シリ」ズ名，シリーズ名関連情報，責任表示は，本シリーズと同

様に記録する（2.6.2. 2, 2.6. 3.2, 2.6.4.2参照）。

2.6. 7.28 適用

2. 7 注記に関する事項

の
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注記は英文で記録する。ただし，ローマ字以外の文字（日本語・キリノレ文字・ギリシア語）

で表示されたタイ トノレおよび固有名詞は，表示されているままに転記する。大文字の使用法お

よび ISBD区切り記号以外の句読点の使用法は，当該言語の慣行に従う（2.0. 6. 3参照）。可能

な部分は『英米目録規則第2版』の略語表で定められた略語を用いる（2.0. 6. lA参照）。

記録は，原則として引用注記の形式をとる。その図書から引用できる場合は，できるだけ引

用で記録する。引用部分は，ダブ．ルクォーテーション r" II Jに入れて記録する。略語は用い

ない。省略部分は「...Jで示す。引用事項中に誤記・誤植がある場合は，誤った語の後に r6
[sic］」と記録する。脱字は補記する。補記を挿入する場合は，角がっこを用いる。標題紙・

奥付 ・背・表紙以外から引用したときは，引用部分の後に情報源とした箇所を示す。

"Heldムat6Chiba6Universi ty, 6March68-ll，ム2003"--Pref. 

引用できない場合は， 2.7.2以下に定める事例にならって記録する。

2. 7.0 通則

2. 7.0. 1 （書誌的事項）

2. 7.0.2 （区切り記号法）

2. 7. l 注記

2. 7. 1. l （注記とするものの範囲） 適用

2. 7.2 記録の方法適用

適用

本適用細則では規定しない。

Reprint.ムOriginallyムpublishedムbyムLeypoldtム＆ムHoltムinム1870.

Co-publishedムbyムGaneshaムPublishing.

2. 7.2. l （特定事項に関する2以よの注記） 適用

Parallelムtitleムandムdistributorムfromムcase.

2. 7.3 注記の種類

2. 7.3.0 （下記の特定事項に属さない注記）

ア）書誌的事項の誤記，誤植に関する注記

誤記，誤植があるときは，原則として，注記ではなく当該書誌的事項として情報源に表示

されているままに記録し，その直後に ［i.e.6正しい形］を付加する（2.0.6. 6参照）。誤記，

誤植を正しい形に訂正して記録したときおよび情報源の一部が誤植であるときは，誤った形

とその情報源を注記する。誤った形の直後には「ム ［sic]Jを付加する。

Dateムofムpublicationムonムt.p. : 61999ム［sic]. 

（情報源の表示 ：1999（標題紙），実際は 2004年）

Titleムonムspine：ムTheムpomes.

（情報源の表示： poems（標題紙） ; pomes （背））

イ）著作の様式および言語に関する注記

(1）著作の様式に関するもの

・会議 ・展覧会等の会期・会場（開催地）

HeldムinムYokohama，ムAug.ム24-29，ム2002.

Held LatムYujinムMemorialムHall，ムNiigata，ムSept.ム19-20，ム2002.

"ConsistsムofムreportsムofムtheムUnitedムNationsムUniversityムConferenceム’On

ムtheムThresholdムofムthe6New6Mi l lenn i um’ムwhichムwasムheldムinムTokyoムon

ム19-21ムJanuaryム2000.,,

Theムconference6held6onムMarchム1995ムatムKyotoムUniversity.

(2）言語に関するもの

qd
 

n
4
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複数の言語について記録するときは， 5言語を目安とする。英語および日本語は必ず記

録する。記録の順序は出現！｜債とするが，並列タイトルをもっ場合はその記録順序に合わせ

る。

－本文の言語（タイトルの言語が本文と異なるとき）

TextムinムFrench.

－併記

Englishムand6German.

English，ムFrenchムandムGerman.

・併載

EnglishムorムGerman.

English，ムFrenchl:¥orムGerman.

ウ）その他記述一般に関する注記

－委託

’CommissionedムbyムtheムMinistryムofムEconomy，ムTradeムandムIndustry，ムJapan." 

H経済産業省委託’

"EntrustedムtoムtheムKansaiムElectricムPowerムCo.，ムInc."

－限定版

Limitedムed.

2.7.3.1 （タイトルに関する注記）

ア）情報源によってタイトノレの表示が異なるときは，記録しなかったタイトノレとその情報源ま

たは記録したタイトノレの情報源を注記する（2.1. l. 1E参照）。

Titleムonムspii.ne:LIPACl:¥2000. 

Titleムonムcolophon：ム「HIV感染症の治療に関する研究J班研究報告書

Titleムfrom6p.61. (1ベ←ジを情報源とみなした場合）

イ）表示のとおり転記することが不可能なハングノレ，アラビア語等のタイトノレについて，使用

されている言語を注記する（2.0.6. 3別法2, 2. 0. 6. 5参照）。

TitleムinムArabic.

ワ）翻訳の対象となった原タイトルを注記する。複数の表示形がある場合は日本語形を優先す

る。記録の方法は2.1. 1. 2による。日本語形以外のタイトルは末尾にピリオドを付す。また，

可能な範囲で原著の版次・巻次を付記する。

原タイ トノレ ：葉偲（情報源の表示： Hagakure 葉隠）

原タイトノレ：会計法入門（第2版）

原タイトノレ： Worldムagriculture. (Rev.ムed.)

エ）巻次等により異なるサブタイトルを注記する（2.1. 4. 2, 2. 1. 6. 3参照）。

ProceedingsムofムtheムConferenceムonムBibliographicムControl.口2002口／口

editedムbyムNationalムDietムLibrary.

Subtitle：ムBibliographic6controlムofムonline6pubUcations.

Proceedingsムof£:::.theムConferenceムonムBibliographicムControl.口2003口／口

editedムbyムNationalムDietムLibrary.

Subtitle ：ムConstructionムofムnationalムauthorityムfile.

オ）加除式資料の本タイトルに変化が生じた場合，変化前のタイトルを注記する（2.1. 1. lG参

照）。
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Titleムvaries，ム1999-2002:,0.NationalムDietムLibraryムlawムandムregulations.

2. 7.3.2 （責任表示に関する注記）

ア）情報源によって異なる責任表示

記録しなかった責任表示とその情報源を注記する（2.1. 5. 2A参照）。

イ）責任表示に記録しなかった著作関与者

必要とみなせば注記する。

CompiledムbyムDondrupムLhagyal6et6al.

ウ）加除式資料の責任表示の変化

変化前の責任表示を注記する（2.1. 5. lE参照）。

Editorムforム1999-2000：ムMinistryムofムEducation,6 Science，ムSportsムandム

Culture. 

2. 7. 3. 3 （版および書誌的来歴に関する注記）

ア）版および書誌的来歴

記述対象とする図書と他の版または他の図書との関係について，以下の事項を注記する。

(1）改題

Originally.6publishedムas：ムHistoryムofムNDL.

Originallyムpublishedムinム1985ムunderムtheムtitleムof：ムHistoryムofムNDL.

(2）改訂

Rev.ムed.ムof：ムGuideムtoムreferenceムbooks.ム7thムed.ムNihonムTosyokanム

Kyokai, .61995. 

Revisionムof：ム2ndムed.，ム1990.

(3）出版者の変化

版次・刷次の変化にともない出版者に変化が生じたときの，変化前の出版者（2.4. 2 .. 10 

任意規定参照）。

Firstムed.ムpublishedムbyムNationalムDietムLibrary.

イ）複製図書の原本

複製された原本についての必要事項（出版事項，所蔵機関等）を注記する（2.4.0.3参照）。

複数の複製資料から構成されるもの，一部複製資料を含むもの，複製および翻刻資料から構

成されるものの場合は， fReprint.Jとのみ記録する。版表示に複製を意味する言葉があって

も， fReprint.Jは省略せず記録する。

Reprint.ムOriginallyムpublishedムbyムPavilionムBooksムandムtheムBritishム

Library. 

Reprint.ムOriginallyムprintedムforムBaldwin，ムCradock，ム＆ムJoyムinム1818.

Reprint.ムThe6 original 6 edition!::,, heldムby!::,,theムUniversity!::,,ofムTokyoム

FacultyムofムLawムandムMinistryムofムJusticeムLibrary.

2. 7.3.4 （出版・頒布等に関する注記）

ア）共同刊行者を注記する（2.4. 2. lD任意規定参照）。複数表示されている左きは，圏内のも

の，最初のものの順で一つを選択して記録し，他はretムal.Jとして省略する。

Co-published/::,, byムGanesha6Pub.

（情報源の表示： Jointlypublished by Ganesha Publishing and Edition Synapse. 

(Ganesha Publishingは英国， EditionSynapseは日本の出版者））

Co-publishedムbyムDoconムetムal.
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（情報源の表示：OyoCorp. Docon Co. , Ltd. Central Consultant Inc. （日本国

内の三つの出版者））

イ）情報源により出版者表示が異なる場合，記録しなかった表示形を注記する。ただし，省略

形による差異等は記録しない。

注記なし（情報源の表示 ：JapanExternal Trade Organization （標題紙）, JETRO （背））

ワ）セットもの等の集合単位を分割して記録を作成するときに，同一の本タイトノレにおいて出

版者に変化が生じた場合，変化前の出版者を注記する（2.4. 2. 10任意規定， 2.4. 3. 1参照）。

Vol. 6.1ムpublishedムbyムNationalムDietムLibrary.

エ）加除式資料の出版者に変化が生じた場合，変化前の出版者を注記する（2.4. 2. lF参照）。

Publisherムforム1999-2000：ムMinistry6.ofムEducation，ムScience，ムSportsムandム

Culture. 

2. 7.3.5 （形態に関する注記）

ア）特殊なページ付

左右同一ページ付 Opposite.6.pagesムbearムduplicateムnumbering.

イ）肖像（挿図，地図（折り込，はり込図等）は記録しなし、）

肖像あり Includesムport(s). 

ウ）特殊な印刷，複写の種類

謄写版 Mimeographedムcopy.

エ）装丁

複数の事項を注記するときは，図書本体に関する事項から記録する。

革装 Boundムinムleather.

ノレーズリーフ Loose-leaf. 

おもに図 Chieflyムil1. 

和綴・和装本 BoundムinムJapaneseムstyle.

箱入・外箱入 ・ホルダー入 ・袋入 Inムcase.

（区別する必要があれば， folder,portfolio等具体的な形態名を用いる）

2. 7.3.6 （シリーズに関する注記） 非適用

2.7.3.7 （内容に関する注記）

ア）内容細目 順序付け，タイトノレ，巻次，責任表示，注記を記録する。タイトノレの記録の方

法は 2.1. 1. 2による。サブタイトルは，必要とみなせば記録する。記録の方法は2.1. 4. 2に

よる。責任表示の記録の方法は2.l. 5. 2によるが，役割を示す語句は原則として rbyJ c日本

語で表示されていれば「著J）に統一する。

内容細目 ：口BuddhistムandムChristianムgospels口／口byムAbertムJ.ムEdmundsム

(Originallyムpublished6.in6.1904.)

イ）その図書に書誌，年譜，年表および付録等が含まれているときは注記する。

参考文献があるとき Includesムbibliographicalムreferences.

年表があるとき Includes6.chronologicalムtables.

年譜があるとき

著者の年譜 Includesムtheムauthor's6.biographicalムnotes.

著者以外の年譜 IncludesムbiographicalムnotesムaboutムMiyamotoムMusashi.

著作目録があるとき Includesムbibliographicalムrefer enc es. 

ワ）その図書について解題する必要があるときは引用注記で記録する。
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2. 8 ISBN, ISSN，入手条件に関する事項

2.8.0 通則

119号（2004.11)

2. 8. 0. 1 （書誌的事項） 記録すべき書誌的事項と，その記録順序は次のとおりとする。

ア） ISBN 

イ） ISSN 

ワ）入手条件・定価

2.8.0.2 （区切り記号法） 本適用細則では規定しない。

2.8. 1 ISBN ISSN 

2. 8. 1. 1 (ISBN. ISSNとするものの範囲） ISBNは，日本図書コードのうち ISBNの文字を冠し

た部分およびその他の国で付与された ISB凡 ISSNは，本タイトノレとみなしたタイトルに ISSN

ネットワークが付与する ISSN（年刊もの等，集合単位を分割する場合。 2.0.2.2別法B参照）。

2. 8. 1. lA 適用

2. 8. 1. 1A任意規定 日本の国別記号をもっ ISBNが表示されていないときは，表示されている

ISBNを記録する。

2.8.1.18 その図書がセットものに属するときは，単行書の ISBNを記録し，次にセットもの全

体に付与された ISBNを rsetJ と付記して記録する。単行書の集合を記述の対象とするとき，

各巻の ISBNには，必要に応じて部編名等を付記する。

2. 8. 1. 2 （記録の方法） ISBNは， 10桁の数字を，国別記号，出版者記号，書名記号，チェック

数字の聞にハイフンを入れて記録する。 ISSNは， 8桁の数字を4桁ずつハイフンで区切った形

で記録する。

2. 8. 1. 2任意規定 不正確な番号が図書に表示されていても，正しい番号が判明すればこれを記

録し，不正確な番号は，エラーコードとして記録する。

2.8.3 入手条件 ・定価（任意規定）

2.8.3. 1 （記録するものの範囲） 日本円で表示されている定価（本体価格）。本体価格がなく税

込価格が表示されているときは，税込価格を記録する。外貨表示の価格は記録しない。発行さ

れてから 5年以上たつ図書の価格は，原則左して記録しない。セット価格は，単行書の集合を

記述の対象とする場合に記録する。加除式資料の価格は記録しない。

2.8.3.2 （記録の方法）

2.8.3.2A 価格の数字にryenJを付加して，本体価格または税込価格を記録する。

20001:.yen （情報源の表示： Y2000E)

2000ムyen（情報源の表示：定価（本体2000円＋税））

1400ムyen（情報源の表示：定価 1400円（税込））

65000ムyenム（set) （情報源の表示：セット価格65000円）

2000ムyenム（eachムvolume) （セットものの各巻が同一価格）

1200ムyen口；口1500ムyen（巻により価格が異なる）

2.8.3.28 適用

2.8.3.2C 非売品は「Not6for6saleJと記録する。無償については記録しない。

2.9 各巻に関する事項

2.9.0 通則

単行書の集合を記述の対象とする場合に，個々の図書が巻次とともに固有のタイ トノレをもっ

ときは，その固有のタイトルを各巻タイトノレとみなす（2.0. 2. 2別法B参照）。

AムhistoryムofムJapaneseムtheater.口v.ム1口／口byムInouraムYoshinobu.
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v.ムl：口NohムandムKyogen.

日本茶業史資料集成．口第 14冊口／口小川後楽監修口；口寺本益英編．

第 14冊 ：口Allムaboutムtea.口V.ムl口／口byムWilliamムH.ムUkers.

全国書誌通信

2. 9. 0. 1 （書誌的事項） 記録すべき書誌的事項と，その記録順序は放のとおりとする。

ア）各巻タイトノレ

イ）各巻並列タイトル

ウ）各巻タイトノレ関連情報

エ）各巻巻次 ・回次 ・年次等

オ）各巻に関係する責任表示

2.9. 1 各巻タイトル

2. 9. 1. 1 （各巻タイトルとするものの範囲） 情報源に表示されている各巻の固有の名称。単行

書誌レベルを記述対象とした場合に選択する本タイトルと一致するもの。目次的な内容の列記

等は採用しない（2.1. 1. 1参照）。

2. 9. 1. 2 （記録の方法） 2. 1. 1. 2による。

2. 9.2 各巻並列タイトル

2. 9. 2. 1 （各巻並列タイトルとするものの範囲） 各巻タイ トノレの別言語および別の文字（また

はその一方）のタイトル（2.1. 3. 1参照）。

2. 9. 2. 2 （記録の方法） 必要と判断した場合に記録する。記録の方法は2.1. 3. 2による。

2.9.3 各巻タイトル関連情報

2. 9. 3. 1 （各巻タイトル関連情報とするものの範囲） 各巻タイトノレの関連の情報（2.1. 4. 1参照）。

2. 9.3. 1A 各巻に関係する版表示は， 各巻タイトル関連情報として記録する。

2. 9. 3. 2 （記録の方法） 必要と判断した場合に記録する。記録の方法は 2.1. 4. 2による。

2.9.4 各巻に関係する責任表示

2. 9. 4. 1 （各巻に関係する責任表示とするものの範囲） 各巻タイトルに関係する責任表示

(2. L 5. 1参照）。

2.9.4. 1A 各巻タイトルおよび各巻タイトル関連情報中に表示されている著者名等は，著作責任

が強いとみなせば，責任表示としても記録する。

2.9.4.2 （記録の方法） 2. 1. 5. 2による。責任表示が情報源にない場合，必要とみなせばとれを

補記する。

2.9.5 各巻巻次・回次・年次等

2. 9. 5. 1 （各巻巻次・回次・年次等とするものの範囲） 各巻タイトルに付された番号等による

一定の順序づけ（2.1. 6. 1参照）。

2.9.5.2 （記録の方法） 2. 1. 6. 2による。

2.9.5.2A 2以上の巻次等が連続するときは，原則として列記する。

（書誌調整課データ標準係）
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第 5図書誌調整連絡会議

平成 16年 9月8日、件名標目をテーマとした第5図書誌調整連絡会議を開催しましたので、

以下に概略を報告いたします。なお、本会議の詳しい内容については、本誌次号 No.120に掲載

するほか、当館ホームページ、 『国立国会図書館月報』等でも報告の予定です。また、平成 17

年度には記録集の刊行を予定しています。

1. 目的

関連諸機関における件名標目使用状況ならびにその問題点を明らかにするとともに、インター

ネッ ト時代の件名標目の可能性についても検討を行う。さらに、書誌部国内図書課において作業

中の国立国会図書館件名標目表（NDLSH）の改訂について報告し、諸機関から意見を聴取する。

2.テーマ

） 「件名標目の現状と将来ーネットワーク環境における主題アクセスj

3. 日時等

平成 16年9月8日（水） 13時30分～17時 15分国立国会図書館東京本館研修室

4.参加者

関連諸機関および研究者 当館職員

上回｛彦一 慶慮義塾大学文学部教授 村上正志 容誌部長

大場高志 国立情報学研究所 西国元子 書誌部主任司書

神門典子 国立情報学研究所ソフトウェア研究系 坂本博 容誌部書誌調整課長

ソフトウェア工学研究部門教授 牛越弘美 魯誌都圏内図書課長

柴田正美 帝塚山大学心理福祉学部教授、 大柴忠彦 書誌部圏内図呑課課長補佐

日本図書館協会件名標目委員長 白石郁子 書誌部囲内図書課主題係長

白石英理子 東京都立中央図書館 川鍋道子 総務部企画 ・協力線電子情報企画室

松木暢子 株式会社図書館流通センター 主筆

百足山昌子 株式会社日販図書館サーピス

（敬称略、五十音順）

（書誌調整課データ標準係）
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NOL SH暫定版の公開および意見募集のお知らせ

国立国会図書館件名標目表（NDlSH）は、国立国会図書館の目録に適用する件名標目を収録し

た表です。昭和 39年（1964年）に第 1版を刊行し、平成3年（1991年）の第5版まで版を重ね

てきました。その後に新設した件名については、本誌および当館ホームページにてお知らせして参

りました。また、 NDL-OPAC（国立国会図書館蔵書検索・申込システム）の件名検索に f普通件名

一覧」を掲げて件名標目を提供しています。

しかしながら NDLSHについては、カード目録の時代から問題点の指摘や改善の要望がありまし

た。また、近年、書誌情報がネットワークを通じて提供され、 OPACが図書館目録の主流となる中

で、主題検索は新たな段階を迎えています。

以上を鑑み、平成 16年度から NDLSHの改訂作業に着手しました。今回の改訂作業は、単に第

5版刊行後に新設した件名標目を追加収録するにとどまりません。たとえば、従来の NDLSHには

なかった「をも見よ参照J（相互参照）を記録し、個々の件名標目を示す概念および件名標目どうし

の関係性の明確化を図りました。また、細目全般について、その使用方法を整理し、地理細目や時

代細目については従来の制限を緩和しました。さらに、スコープノート（限定注記）の充実、日本

十進分類法新訂9版分類記号の付与など、件名標目表全体の見直しを可能な限り行っています。

改訂作業は現在も進行中であり、あくまで「暫定版』としての公開ではありますが、今後の改訂

作業をさらに充実したものとするために、改訂の内容を具体的にお知らせし、広くご意見をお寄せ

いただきたくお願いする次第です。

なお、「暫定版j のデータ内容は、平成 16年 7月末現在のものです。

NDLSH暫定版URL: http://www.ndl.go却ぬ/library/data/ndl_ndlsh.html

当館ホームページのトップページ(ht旬：／／www.ndl.go担）からは下記の手順でアクセスできます。

トップページ→「図書館員のページJ→ f書誌データの作成及び提供」

ご意見は、 ml-ndlsh@ndl.go担までメーノレにてお願いいたします。平成 16年 12月末まで受け付

けています。いただいたご意見につきましては、個別のお返事はいたしませんが、今後の改訂作業

の参考とし、可能な限り次期更新時に反映させるようにいたします。 （国内図書課）

閉会わせ先

国立国会図磐館

書誌部容誌調整謀総括係

（ホームページアドレス http://www. ndl. go. jp) 

電話 03(3581) 2331 内線 （25111)
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